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2017.3.4（土） 

2017（平成 29）年度前期第 1 回 DUO リーグ会議議事録 
◆DUOリーグ・アウォーズ 2016  

 DUOリーグ会議に先立って2016年度前期DUOリーグの各賞表彰について報告された。また、後期DUOリーグ

優勝チームである筑波大学附属高校にトロフィーが贈呈された。 

 

【2016年度DUOリーグ各賞報告】 

１．前期リーグ … 10月21日18時より駒込高校にてアウォーズ開催 (組み合わせ抽選会の合間) 

１部リーグ 優勝 … 駒込高校 A 

MVP：塩田 知也（駒込A）：CBとして2年時より、チームを統率。1試合平均の失点0.7点であった。また絶

対的な対人の強さとボールフィードは、相手チームにも脅威を与えた。 

得点王：有水 晃大（駒込 A）7 得点 

 

２部リーグ 優勝 … R本郷 

 MVP … 脇本 智郎（R本郷：2年生）【2年生ながら声を出しチームの中心として勝利に貢献した】 

得点王 … Bブロック：湯川 椋太（豊島学院C）8得点 

   Cブロック：石橋 悠真（城西大城西）8得点 

  

3部リーグ 優勝 … 豊南A 

 MVP … 濱名 一輝（豊南A）【キャプテンとしてチームをまとめた。】 

得点王 … Dブロック：石志 龍太郎（都立向丘）11得点 

   Eブロック：小山 大地（FC西巣鴨03）11得点 

 

優秀審判賞…該当者なし 

特別賞は該当者なし 

 

２．後期DUOリーグ … 12月24日に本郷Gにて表彰式を開催 

フリーサイズフットボールの開催は 9 月 19 日の 1 回に留まる 

※11 月 3 日の筑波会場・郁文館会場は開催予定で提案したがチーム数が集まらず開催せず。 

※11 月 3 日 筑波にて身内のフリーサイズフットボールを開催 

   

  フレキシブルリーグ戦（○内の数字は順位） 

   A ブロック：7 チーム 

（①本郷Ａ・②都立足立・③京華・④江北・⑤昭和第一・⑥立教池袋Ａ・⑦郁文館） 

B ブロック：7チーム 

（①豊南・②足立新田・③ＦＣ西巣鴨０３・④筑波大附属Ａ・⑤青井・⑥中大高・⑦立教池袋Ｂ） 

C ブロック：6 チーム 

（①獨協・②京華商業・③筑波大附属Ｂ・④本郷Ｂ・⑤文中選・⑥貞静学園） 

   

  フリーサイズフットボールからは筑波大附属がチャンピオンシップ出場権を獲得。 

フレキシブルリーグからは各ブロックの優勝チーム本郷 A・豊南・獨協の 3 チームがチャンピオンシップ出場

権を獲得したが、豊南が都合がつかず、辞退。よって、筑波・本郷・獨協による 3チームのチャンピオンシッ

プが開催された。 

3 チーム総当たりのフルサイズピッチによる 30 分前後半の試合 

優勝 … 筑波大附属  2 位…本郷  3位…獨協 

副賞としてボール 4 個が送られる。 
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◆DUOリーグ会議 

【日 時】 2017（平成 29）年 2 月 19 日（日） 17：00～18：30（終了後、日程調整会議） 

【場 所】 本郷高等学校 第二 PC 室  

【出 席】34 クラブ(氏 名) 

都 小 石 川 ( 宗 友    ) 昭 和 一 ( 永 井    ) 三 菱 養 和 (益子     ) 

京 華 (横山,小金丸  ) 都 向 丘 (海老根    ) 筑 波 大 附 (大河原    ) 

学 習 院 ( 玉 生    ) 豊 南 (小松     ) 本 郷 (岩野     ) 

城 西 (嶋野        ) 豊 島 学 院 (小島     ) 郁 文 館 (井上     ) 

駒 込 学 園 (宮坂     ) 巣 鴨 ( 馬 場    ) 立 教 池 袋 ( 橋 本    ) 

獨 協 (新井     ) 淑 徳 巣 鴨 (石原     ) 都 竹 早 ( 井 上    ) 

日 大 豊 山 ( 海 老 根   ) 都 文 京 (中村     ) 都 足 立 (大塚     ) 

都 江 北 ( 蓑 輪    ) 足 立 学 園 (伊藤     ) 都 荒 川 商 (大塚     ) 

中 大 高 (加藤     ) 都 足 立 西 (栗山     ) 都 千 早 (竹内     ) 

都足立新田 (小俣     ) 貞 静 学 園 (杉本     ) 都 淵 江 (蘇我     ) 

都 豊 島 (丹羽     ) 都 青 井 ( 小 川    ) FC西巣鴨03 ( 宮    ) 

【欠 席】文京区中学生選抜 

【オブザーバー：選手】 筑波大附：志村、古川、東  向ヶ丘：佐藤、金田 

【オブザーバー：一般】 都千早：荻田、山口  駒込学園：吉田、中島、宮谷  獨協：神宮司   

                        豊島学院：北爪   FC西巣鴨：岸   郁文館：井上 

【議事録作成者】 DUOリーグ事務局（サロン 2002） 岸、遠山 

 

Ⅰ．チェアマン＆理事会より（報告・依頼） 

 チェアマンより2017年1月27日（金）に開催された理事会での検討結果をもとに以下の点について報告・依頼

があった。 

 

理事会開催概要：2017年1月27日（金）18：30～ 於本郷高等学校 第二PC室 

出席理事：岩野、玉生、小金丸、遠藤、井上、杉本、春日・岸（事務局） 

チェアマンからの依頼により出席：石原（プログラムについて）・宮坂（高体連） 

 

１）プライバシーポリシー同意書(加盟票について) 

 選手権のプログラムの作成にあたって、個人情報の取り扱いが問題になっていたこともあり、今回、加盟票にプ

ライバシーポリシー同意書を載せた。各学校で確認の上、3月12日までに加盟票を提出するように。個人情報をホ

ームページに載せてほしくない選手については個別に対応するので、その旨をチーム代表者からチェアマンまで連

絡して欲しい。 

  

２）選手情報入力のお願い（ホームページ運営による各クラブへの依頼：サロン2002より） 

 ホームページの試合結果などをスムーズに行なうために昨年度（2016年度）は事務局でほとんどの選手情報の

入力を行なったが、大変な仕事量になってしまうため、2017年度は各クラブ・各チームで選手情報の入力をして

欲しい。詳細は後日メーリングリストで連絡する。 

 

３）審判ウエアの配布について 

 余剰金を参加チームに還元するため、今年度は審判ウェアを1チーム1着配布する。DUOのロゴを入れることを

検討している。 

 

４）2017年度DUOリーグについて（以下、Ⅲ参照） 
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 今までの実施要項からより詳しく変更してあるので別紙参照して確認して欲しい。 

 

５）DUOリーグプログラムの作成について 

 広報部のプログラム作成業務をサロン 2002 に委託するという案が理事会で挙がったが、業務量を知り、今後の

実施方法を検討するためにも 2017 年度はチェアマンが担当する。 

 

DUO リーグ組織 

学識経験
理事

新規事業の可能性と課題を検
討し、企画・立案・実践する

医科学活動推進部
リサイクルプロジェクト推進
部
地域活動推進部

◎早川(豊島学院)

・地区トップリーグ担当：玉生（学習院）

事務局

DUOリーグ会議

スタッフ会議（理事会）

リーグ戦と、それに関連する
事業を扱う

井上

（郁文館）

「メンバーシップ」に関する
部分を取り扱う

（委託）

事業部門
杉本

(貞生学園)

チェアマン

企画部門

・高体連第2地区責任者：小金丸（京華）

・上位リーグ担当：遠藤（足立学園）

規律部
◎宮坂(駒込)

宗友(都小石川)

競技部

審判部

技術部

各リーグ

責任者

◎海老根(日大豊山)

嶋野(城西)、立教池袋

松本(竹早)

(本郷)

岩野

◎事務局

伊藤(足立学園)

広報部
◎石原(淑徳巣鴨)

中村(向丘)

経理部

2002

サロン

2002
管理部門

サロン

 

Ⅲ．2017 年度の DUO リーグについて 

 2016 年 7 月 18 日開催の前回会議で出された検討事項について確認した。 

 

検討事項①：試合延期について（確認事項） 

各リーグの責任者が中心となりリーグ運営の進捗状況を管理していく。2017 年度前期リーグでは必要に応

じてリーグ戦途中（5 月下旬〜6 月中旬）でのリーグ毎のミーティング（分科会）や全体会も開催する。 

一方的な理由での試合延期に関しては基本的に認められないが、万が一必要な場合は 2 週間前までに相手チ

ームと協議の上、メーリングリストに発信する。2週間前を過ぎてからの一方的な理由での試合延期に関して

は没収試合として 0-3 の不戦敗とする。直前ではない場合でも一方的な場合の延期は、試合延期を申し出た

チームが試合会場や日程調整を担当するものとする。 

 

検討課題②：大会規定の再確認（確認事項） 

試合前のメンバー表の交換を徹底する（メンバー表を持参していない場合、手書きで作成しメンバー表が交
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換されるまで試合は開始しない）。メンバー表には先発メンバーだけではなく、リザーブメンバーも明記する。

プログラムに掲載されているメンバー表のフォーマットが活用できる。 

試合記録の作成は「審判担当クラブ」が責任を持つ。試合記録のメーリングリストへの配信や WEB サイト

の更新は「会場クラブ」が責任を持つ。会場クラブの負担が大きい場合などは、ホームチームが記録発信を行

うなど当該クラブで協議の上、臨機応変に対応する。 

各試合毎に DUOリーグより支払われる費用は、「審判担当クラブ」への審判手当 2000 円と「会場クラブ」

への会場手当（石灰等必要備品代として）1000 円とする（「主催クラブ」手当ではない）。「主催クラブ」と

は、「会場クラブ」が務めることを原則とし、場合によっては試合の日程調整などを行った会場クラブ以外の

クラブが務める場合がある。 

 

検討課題③：プログラム未提出に関する問題（理事会持ち帰り事項） 

今年度のプログラム提出締切は 4 月 15 日（土）とします。これに遅れた場合はプログラムへの掲載はしな

い。 

提出状況の確認をメーリングリストにて流す予定 

第一回提出状況確認：4月 1 日 

第二回提出状況確認：4月 13 日（最終確認） 

4 月 17 日に確定版をメーリングリストにて流す。 

 

【今後の対応：各クラブ共通】 

  対戦相手の選手が誰だか分からない状態でリーグ戦を行うことを避けるため、3月20日までに簡易版 

  のプログラムデータ（写真なし）をメーリングリストにて全チームへ共有する。 

 

検討課題④；今年度の参加費・加盟費について 

加盟費は前年度同様、徴収いたしません。 

参加費については前年度のDUO会議にて提案した、試合数の違いによって参加費の徴収を変額することは見

送ることにします。 

基本方針としては試合数の確保を重点に置いて参加費一律にする。 

今後、3部リーグのチーム数が激減した場合。6月末までにリーグ戦を終了し、7月8月の2ヶ月をかけて4チ

ームリーグにて順位決定リーグを実施する。 

 

【2017年度DUOリーグについて】 

  参加費は2017年度も一律20,000円とする。参加チーム数が減っても試合数を確保するようにする。 

 

◯ 2017 年度リーグ編成について 

 

 2017 年度のリーグ編成について、次ページの通り発表された。黄色部分は、順位決定戦が行われなかったと

ころである。FC 西巣鴨 03 と向ヶ丘は天候上の理由などにより 2 部昇格をかけた順位決定戦が行われなかっ

た。また、FC 西巣鴨 03 がこれまで２部リーグから 1 部リーグに昇格できないことは決まっていたが、3 部

から 2 部に上がれるかは明確に決まっていなかった。そこで、今回は FC 西巣鴨 03 がユースチームでないこ

とから、向ヶ丘に昇格の権利を与えることがチェアマンより発表され、FC 西巣鴨 03 もこれに同意した。ま

た、FC 西巣鴨 03 は今後２部リーグまで昇格できることで合意された。 
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2016 年度最終順位  入れ替え後 
 

2017 年リーグ編成 

【1 部リーグ】      【1 部リーグ】    

1 駒込 A  29 位 学習院    学習院    

2 京華  2 京華    京華    

3 豊島学院 A  3 豊島学院 A    豊島学院 A    

4 立教池袋 A  4 立教池袋 A    立教池袋 A    

5 都立足立  5 都立足立    都立足立    

6 都立江北 A  6 都立江北 A    都立江北 A    

7 豊島学院 B  7 豊島学院 B    豊島学院 B    

8 郁文館 A  8 郁文館 A    郁文館 A    

9 都立豊島 B  1 R 本郷    R 本郷    

10 淑徳巣鴨 A  1 都立荒川商業    都立荒川商業    

【2 部リーグ】     【2 部リーグ】   

1 R 本郷  9 都立豊島 B  9 都立豊島 B  10 淑徳巣鴨 A 

1 都立荒川商業  10 淑徳巣鴨 A  2 日大豊山 B  2 都立文京 A 

2 都立文京 A  2 都立文京 A  3 駒込 C  3 都立淵江 

2 日大豊山 B  2 日大豊山 B  4 本郷θ  4 都立豊島 C 

3 駒込 C  3 駒込 C  5 都立小石川 A  5 足立学園 B 

3 都立淵江  3 都立淵江  6 都立江北 B  6 都立竹早 

4 本郷θ  4 本郷θ  7 豊島学院 C  7 中大高 

4 都立豊島 C  4 都立豊島 C  8 駒込 U-16 選抜  8 駒込 B 

5 都立小石川 A  5 都立小石川 A  9 昭和第一 A  1 豊南 A 

5 足立学園 B  5 足立学園 B  2 都立向丘  1 筑波大附 

6 都立竹早  6 都立竹早  【3 部リーグ】     

6 都立江北 B  6 都立江北 B  9 城西大城西  10 都立足立新田 

7 豊島学院 C  7 豊島学院 C  2 FC 西巣鴨 03  10 巣鴨 A 

7 中大高  7 中大高  3 立教池袋 B  3 淑徳巣鴨 B 

8 駒込 B  8 駒込 B  4 都立江北 C  4 都立小石川 B 

8 駒込 U-16 選抜  8 駒込 U-16 選抜  5 都立青井  5 都立文京 B 

9 昭和第一 A  9 昭和第一 A  6 昭和第一 B  6 郁文館 B 

9 城西大城西  1 豊南 A  7 都立千早  7 獨協 

10 都立足立新田  1 筑波大附  8 豊南 B  8 貞静学園 

10 巣鴨 A  2 都立向丘       

【3 部リーグ】          

1 豊南 A 6 郁文館 B  9 城西大城西 6 郁文館 B 

1 筑波大附 6 昭和第一 B  10 都立足立新田 6 昭和第一 B 

2 都立向丘 7 都立千早  10 巣鴨 A 7 都立千早 

2 FC 西巣鴨 03 7 獨協  2 FC 西巣鴨 03 7 獨協 

3 立教池袋 B 8 貞静学園  3 立教池袋 B 8 貞静学園 

3 淑徳巣鴨 B 8 豊南 B  3 淑徳巣鴨 B 8 豊南 B 

4 都立小石川 B   

  

4 都立小石川 B    

4 都立江北 C   4 都立江北 C    

5 都立青井   5 都立青井    

5 都立文京 B   5 都立文京 B    
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◯ 実施要項の変更と運営マニュアルについて（実施要項・運営マニュアル参照） 

  

 実施要項の変更と運営マニュアルの作成についてチェアマンより説明された。前年度との主な変更点と各クラブ

に求めらた対応は下記の通りである。 

 

＜前年度との主な変更点＞ 

➢ ２部リーグ・３部リーグの順位決定戦も 80 分（前後半各 40分）とする。 

➢ 3 部リーグでも特別枠選手の規定を適用する。 

➢ メンバー表は試合開始時に本部用と相手チーム用の 2部提出する。 

➢ １部リーグについては、後半の開始時刻は試合開始の 1 時間後とする。 

 

＜各クラブに求められた対応＞ 

➢ 3 月 20 日までにデータ形式でメンバー表の提出を必須とする。 

メンバー表の提出とプログラム用原稿の提出とは期日が違うので注意が必要である。リーグ全体にメンバー表

の共有なしでリーグ戦を始めるのはおかしいため、プログラム用原稿作成前にメンバー表の提出を求める。 

➢ メンバーの入れ替え（移籍）や新規登録がある場合は試合キックオフの 48 時間前までにメーリングリストに

て流し、メンバーの共有をすること。 

➢ どのメンバー表が最新のものかわかるようにファイルの名前の最後に変更日時を入れること。（例：4 月 23

日の最新版の場合『R本郷 0423.xls』） 

➢ メーリングリストに試合結果を流す時は題名に「リーグ名」「日付」「会場名」を入れること。 

 

題名：【試合結果】○部○○リーグ（○/○ ○○会場） 

☆○月○日（曜日）＜グラウンド名（主催クラブ名、会場費、費用負担クラブ）＞ 

リーグ名 チームＡ スコア(前後半) チームＢ（キックオフ時刻／主審氏名：所属：評価／副審氏名

（所属））      得点者…チーム名：得点者氏名 

       警告・退場…チーム名：警告・退場者氏名（理由） 

例） 

題名：【試合結果】2部Ｕリーグ（6月7日 本郷会場） 

☆6月7日（日）＜本郷高校Ｇ（主催：本郷）・会場費なし＞ 

2部Ｕリーグ 本郷Θ 2－1（0－0,2－1) 淑徳巣鴨Ｂ 

（15:00／秋山諒太：本郷2年：５・5／本間康允(本郷２年)、宮本博勝(本郷2年)) 

 

得点者…本郷Θ  伊達友哉 熊岡京太 

    淑徳巣鴨Ｂ 石澤康太  

警告…本郷Θ 岩野英明（ラフプレー） 

退場…本郷Θ 藤巻壮（得点機会阻止） 

※集計担当が困るのは題名にどのリーグの結果なのかが明記されていないこと。 

  【結果報告】日付会場名 だけの題名が多くありました。題名にも配慮ください。 

 

Ⅲ．各担当より 

１．事業部門（杉本） 

１）競技部 

➢ 2017 年後期について、フリーサイズは継続し、フレキシブルリーグはルール変更をせず実施する予定。 

➢ 来年度以降はホームページで後期リーグの結果のみ（無料）を反映していく。 

➢ DUOリーグ会議終了後に日程調整会議を実施する。 
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２）審判部（◎日大豊山・城西・立教池袋） 

➢ 審判講習会を2017年3月20日に日大豊山高校で開催する（2/20から申し込み開始）。 

➢ 今年度は新規資格取得講習会のみを実施するが、来年度からは継続講習会の実施も検討する。 

   

３）技術部（◎豊島学院・都竹早） 

➢ 2017年3月26日に豊島学院高校で技術講習会を実施することを計画している。詳細はメーリングリスト

でお知らせするが、元Jリーガーを呼んで、クリニックや講演の実施を検討している。費用を抑えるため

に、昨年本郷高校で実施したライフキネティック講習会の実施も検討している。 

 

２．管理部門（井上） 

１）経理部（◎事務局・足立学園） 

➢ 事務局より2016年度決算報告が行われた。（DUOリーグ会議終了後に、参加費が未払いであった昭和一

高校と参加費に不足があった豊南高校より過不足なく支払われた） 

 

２）広報部（◎淑徳巣鴨・都向丘） 

➢ 広報部のプログラム作成業務をサロン2002に委託するという案が理事会で挙がったが、業務量を知り、

今後の実施方法を検討するためにも 2017 年度はチェアマンが担当する。 

 

３）規律部（◎駒込・都小石川） 

➢ 警告・退場に関する報告書を作成した。 

 

３．企画部門（サロン2002） 

➢ 2016年度は栄養トレーニング講習会を実施したが、イベントデーが決められていなかったため、その他

の企画を行うことが困難であった。 

→ 2017年度前期は7月17日にイベントデーを実施する方向で合意された。 

 


